
◆
梅
の
花
だ
よ
り
が
心
な
ご
み
ま
す
。

「
鷹
の
目
・
蟻
の
目
」
目
線
を
変
え
る
と
、
新

た
な
発
見
が
生
ま
れ
る
。
考
え
方
を
変
え
る
と

新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
る
。
昔
か
ら
あ
る
た
と

え
の
言
葉
で
す
。
私
の
今
年
の
課
題
で
ご
ざ
い

ま
す
。

◆
一
月
五
日
（
木
）
令
和
四
年
度
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
事
務
費
補
助
金
所
要
見
込
額
調
書
の
提

出
日
で
す
。
大
辻
税
理
士
会
の
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

◆
一
月
二
十
日
（
金
）
誕
生
会
で
す
。
七
名
の

方
々
で
す
。
柿
元
玲
子
姉
、
太
田
昇
兄
、
宇
野

ト
メ
ノ
姉
、
寺
村
歌
代
子
姉
、
戸
田
利
代
姉
、

岩
田
一
榮
姉
、
柿
元
絢
子
姉
の
皆
様
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
誕
生
日
に

併
せ
ま
し
て
御
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
お
元
気
で
穏
や
か
に

お
過
ご
し
い
た
だ
き
た

く
お
支
え
申
し
上
げ
ま

す
。
入
居
者
の
皆
様
と

一
緒
に
細
や
か
か
で
す

が
御
祝
い
を
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。
今
回
も
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
チ
ャ

プ
レ
ン
中
村
信
雄
先
生
よ
り
誕
生
者
祝
福
の
祈

禱
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

亀
山
理
事
長
よ
り
誕
生
者
の
方
々
へ
、
心
の
こ

も
っ
た
珈
琲
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
満
面
の
笑
み
が
印
象

的
で
す
。

◆
一
月
二
十
二
（
日
）
午
後
よ
り
映
写
会
で

す
。

映
画
「
太
陽
の
子
」
日
本
の
原
爆
開
発
を
背

景
に
、
三
人
の
若
者
の
決
意
と
揺
れ
る
想
い
を

描
い
た
三
百
日
の
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
で
事
実

を
基
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
入
居
者
の
皆
様
方

は
マ
ス
ク
着
用
さ
れ
静

か
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
信
愛
館
で
は
入
居
者

の
自
主
活
動
の
一
環
で
、
書
道
会
や
俳
句
会

等
が
あ
り
ま
す
。
感
染
対
策
の
関
連
か
ら
外

部
講
師
を
お
迎
え
す
る
こ
と
は
控
え
つ
つ
も

入
居
者
が
講
師
と
な
り
、
感
染
対
策
も
十

分
に
講
じ
た
う
え
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
園
芸
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
庭
園
や

玄
関
周
り
の
お
手
入
れ
の
お
陰
で
、
寒
い
冬

の
間
も
こ
こ
ろ
が
ほ
っ
こ
り
と
し
て
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
館
内
の
飾
り
棚
や
一
階
ロ
ビ
ー

で
も
生
け
花
が
お
出
迎
え
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
子
・
報

（福）
ケ
ア
ハ
ウ
ス
信
愛
館
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